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３ ビジョンの計画期間 

【計画期間】 概ね 10 年 

（基本理念の実現に向けた 10 年後の将来像と基本方向を共有） 

４ 対象区域 

【対象区域】 都市計画緑地としての決定区域 約 180ha 

※ ただし、ビジョンの実現に伴い分野ごとに連携する範囲は広がるものとします。 

生田緑地ビジョン対象区域図 

 

 

 

 

 

 

 

５ ビジョンの策定体制 
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６ 上位・関連計画における位置付け 

本ビジョンの改定と行政計画との関係性を次のとおり示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 生田緑地の概況 

（1） 生田緑地の自然 

生田緑地は、昭和 16（1941）年に都市計画決定された都市計画緑地であり、首都圏を
代表する緑豊かな自然環境を有しています。生田緑地には、かつての薪炭林の面影を残
すクヌギ・コナラを中心とした雑木林や、谷戸部の湿地、湧水等の貴重な自然資源が残
されており、急激な都市化の波を受けつつも、自然環境への負荷の少ない生活が営まれ
ていたかつての里山環境や、周辺の農地、樹林等と一体となった美しい自然的風景が今
に引き継がれてきています。しかしながら、その樹林地内でナラ枯れが急速に拡大し、
大きな変化が起きています。 

また、中央地区には、ゲンジボタルやホトケドジョウ等、市内でも限られた地域にしか
見られない貴重な生物が生息しています｡こうした里山環境の維持・管理は、ボランティ
ア団体・NPO 等の活動によって支えられています。 
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（2） 生田緑地の施設 

生田緑地内の主な施設として、岡本太郎美術館、日本民家園、青少年科学館、藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム、ばら苑、川崎国際生田緑地ゴルフ場があります。また、総合的情報発信の拠点となる「東口ビジ
ターセンター」及び「西口サテライト」が整備されています。生田緑地東地区においては、ばら苑の老朽化に伴う再整備や新たなミュージアム構想の開設候補地の動向、向ヶ丘遊園跡地利用計画等の進捗が見
込まれています。（各施設の所管は、建設緑政局・多摩区役所、教育委員会、市民文化局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなミュージアム構想 
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（3） 生田緑地の管理運営 

ア 現在の事業スキーム 

生田緑地、岡本太郎美術館、日本民家園、青少年科学館について、一括して指定管理者
制度を導入しています。 

また、川崎国際生田緑地ゴルフ場、藤子・F・不二雄ミュージアムについては、個別に
指定管理者を導入しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（4） 協働のプラットフォーム 

協働のプラットフォームに関わる取組として、市民及び市がそれぞれの立場を尊重し、
同じ円卓に座って話し合い、市民と市が互いの特性を発揮しながら、連携して課題解決
に取り組むことを目指した生田緑地マネジメント会議を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会員の構成】※令和６年１月時点 

・ 生田緑地及びその周辺で活動している団体、企業等 24※団体 
・ 生田緑地周辺の町内会・自治会・商店会等の地域団体、大学等 22※団体 
・ 行政及び指定管理者等   19※団体   

計 65※団体 



 

77 

 

第２章 生田緑地ビジョンの基本理念等 

 

１ 基本テーマ 

緑地の財産であり、基盤である「みどり・生物多様性」を未来に継承するため、「支え
あう、自然と人々の営み」を基本テーマとして設定します。 

 

○ 策定の背景 生田緑地の財産である生物多様性を未来に引き継ぐ 
 

○ 策定の趣旨   生田緑地の生物多様性の危機に対応するために、その価値を改めて  
共有するとともに、自然と人々との営みの関係性の回復が必要 

 

○ 基本テーマ    「支えあう、自然と人々の営み」 
 

 

２ 基本的考え方 

生物多様性の危機に対応するとともに、基本的考え方「緑地の存在効用（保全）と利用
効用（利用）の調整により、両者が好循環するしくみ」を継承し、未来の創造・生田緑地
の発展に向けて、基本理念に基づく取組をさらに推進します。 
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用 語 生田緑地における活動例 

保全 
conservation 

・植生管理（雑木林の下草刈りをする、皆伐更新をする）を行うこと 
・谷戸の水みち等を管理すること 
・外来種を駆除すること 
・ホタル鑑賞時にマナーを周知するためのパトロールを実施すること 
・植生管理計画を策定すること 
・生田緑地自然環境保全管理会議に参加すること 
・生き物(ホトケドジョウ、ゲンジボタル、ヘイケボタル等)を守ること 
・植物(タマノカンアオイ、キンラン、ギンラン)などの貴重種を守ること 
・樹木(緑)を守ること（伐採しない） 

利用 
use 

・遊具、広場、散策路、ベンチ、四阿などを利用・維持管理する 
・しょうぶ園、アジサイ山、梅園、つつじ山、ばら苑を鑑賞・維持管理する 
・日本民家園、青少年科学館、岡本太郎美術館、駐車場を利用・維持管理する 
・観察会（ホタル、地層、植物等）に参加する 
・イベント（区民祭、マルシェ、十五夜フェスタ、ヨガ等）を実施する 
・ボランティア活動（ごみ拾い、花壇、道案内）に参加する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジョン策定時の緑の保全は、樹木（緑）は守るもので樹木は伐採しないといった解釈
だったことから、本改定においては、生田緑地における「保全」「利用」の活動を整理し、
共通理解を醸成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 基本理念 

ビジョンに基づく取組の実績と有識者等の意見等を踏まえ将来像を継承し、未来の創
造・生田緑地の発展に向けて、基本理念に基づく取組をさらに推進します。 

※ 本改定に合わせて「緑」については、幅広い概念となる「みどり」の表記等に見直
します。 

 

 

用語 意味 

保全 
conservation 

・人間による持続可能な利用のために自然を守る 
・人間がある程度手を加えて管理する 
・保護して安全にすること 

保存 
preservation 

・人間の利用から自然を守る 
・そのままの状態を保って失わないこと。現状のままに維持する 
・人間は一切手を触れずに守る 

保護 
protection 

気をつけてまもる、かばう 

『豊かな自然・文化・人・まちが共に息づき 

みどりがつなげる持続可能な生田緑地の実現』 
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第３章 基本方針に基づく施策の基本方向 

 

１ 資源ごとの将来像 

基本理念の実現に向けて、５つの生田緑地の資源ごとに市民の想いを踏まえ、わかりやすく将来像（概ね１０年 イメージ図）を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

80 

 

 

２ 施策の基本方向 

現ビジョン策定後に顕在化した生物多様性の危機や社会情勢、状況の変化による現状・課題解決に向けて、生物多様性を未来に引き継ぐなど８つの視点を踏まえ、施策の基本方向を整理し、持続可能な生田緑
地を目指します。なお、学識経験者の助言やオープンハウス型説明会等で寄せられた意見を踏まえ、施策の基本方向について説明書きを追記しました。 
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３ 施策の基本方向に基づく取組 

（1） みどり・生物多様性 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 文化 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 施設 
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（4） 人（担い手・来園者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5） まちづくり 
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４ ゾーニングと整備の方向性 

（1） ゾーニングと整備の方向性 
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（2） 東地区の考え方 

大半が未供用である東地区において、検討が進むばら苑の再整備、新たなミュージアム構想、向ヶ丘遊園跡地利用計画などの多様な魅力が自然
の輪の中で融合し、生田緑地の価値・魅力の向上を目指します。 
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（3） 東地区内における拠点等 
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参考資料  

川崎市公園緑地等整備計画推進委員会委員一覧 

設置根拠 川崎市附属機関設置条例（令和５年４月１日設置） 

開催状況 第１回 令和５年７月２８日 第２回 令和 6 年 1 月１１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生田緑地ビジョン推進会議委員一覧 

設置根拠 生田緑地ビジョン推進会議開催運営等要綱（令和 4 年７月 21 日建設緑政局長決裁） 

開催状況 第１回 令和 4 年 7 月 29 日 第２回 令和 4 年 12 月 23 日  

第３回 令和 5 年 3 月 23 日 
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